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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期
第３四半期
連結累計期間

第96期
第３四半期
連結累計期間

第95期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （百万円） 30,928 29,645 41,547

経常利益 （百万円） 1,177 1,115 1,525

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 867 703 926

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 383 △460 △388

純資産額 （百万円） 38,913 37,105 38,141

総資産額 （百万円） 55,419 52,003 53,202

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 9.05 7.34 9.67

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.8 70.9 71.2

 

回次
第95期
第３四半期
連結会計期間

第96期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 2.52 6.46

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における国内経済は、企業収益や雇用環境の改善に伴い、緩やかな改善傾向が続くな

か、年末まで続いた円高の継続や、原油や素材価格の上昇懸念もあり、輸出や設備投資は軟調に推移しておりま

す。また、海外においては、米国・欧州の先進国を中心に景気は緩やかに回復しておりますが、米国では、継続す

る資源安の影響が残っていることや、英国のＥＵ離脱や地政学的リスクによる欧州経済の不透明感、中国をはじめ

とする新興国の成長の鈍化など、予断を許さない状況にあります。このような事業環境の中、当社グループでは、

国内需要の取り込みや強化、海外での販路拡大による売上の確保に努めておりますが、内外需の低迷や円高の影響

を受け、販売が伸び悩みました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は29,645百万円(前年同期比△4.2％)となり、営業利益は1,150百

万円(前年同期比＋4.3％）、経常利益は1,115百万円(前年同期比△5.3％)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

703百万円(前年同期比△18.9％)となりました。
 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①管材システム事業

　主力の配管材料は、国内においては企業の設備投資鈍化の影響があるなか、積極的な販売活動や主力のバルブ

製品を中心とした新製品の投入などにより、販売は堅調に推移しました。海外は、米国においてシェールガス市

場の落ち込みや、物件の規模縮小や進捗の遅れがあり販売が落ち込みました。一方、東アジアにおいては、引き

続き電子産業向け投資が継続していることから、バルブ製品やダイマトリックス製品の販売が堅調に推移しまし

た。全体としては、前年に配管工事の大型物件完工があった影響で、販売が減少しました。

　利益面においては、全体として販売が伸び悩んだことや、減価償却費の増加などの影響で、前年を下回る結果

となりました。

　その結果、当セグメントの売上高は16,618百万円(前年同期比△6.2％)、営業利益は1,268百万円(前年同期比△

9.5％)となりました。
 

②樹脂事業

　主力の素形材用途向け製品は、国内において自動車向け主要顧客の熊本地震による被災及び生産調整等の影響

は和らいだものの、完全に回復するまでには至らず、販売は伸び悩みました。海外において旭有機材樹脂(南通)

有限公司が中国の景気減速による当地同業他社との競争激化に伴い、販売は前年を下回りました。一方、インド

にてアサヒモディマテリアルズPvt.,Ltd.が安定的な商業生産体制に移行したことで、販売を大きく伸ばしまし

た。

　建材や半導体・液晶パネルを主要市場とする機能樹脂は、前期まで好調に推移していたトンネル掘削時に用い

る固結材「ＡＧＳＲ®」が主要工事の延期等により、販売は伸び悩みました。電子材料用途については、台湾を始

めとした東アジア市場において、半導体並びに液晶用途が低調に推移したため、販売は前年を下回りました。

　利益面においては、全体として販売が伸び悩んだことによる影響をうけたものの、人材の効率的配置や生産面

での合理化によるコストダウンに努めたことで前年を大きく上回りましたが、営業損失を解消するには至りませ

んでした。

その結果、当セグメントの売上高は8,918百万円(前年同期比△7.3％)、営業損失は17百万円(前年同期の営業損

失は381百万円)となりました。
 

③水処理・資源開発事業

受注については、水処理事業は官需、民需ともに好調に推移したこと、資源開発事業においても、国家政策の

支援を受けた地熱開発は好調に推移し、温泉設備も大型工事の受注をしたことにより、12月末の受注残は対前年

を大幅に上回る結果となりました。

売上高については、水処理事業においては、前年度末に完成引渡しが集中したことから、当年度期首の受注残

が大幅に減少した状態でスタートしたことにより、売上高は対前年で大幅な減収となりました。しかしながら、

メンテナンス維持管理業と、新規スタートした環境薬剤事業は堅調に推移し、資源開発事業は、受注した工事の

進捗が進んで大幅な増収となり、全体として売上高は増収となりました。
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利益面では、水処理事業においては、前年度に工事人員を増強したこと、新規事業である環境薬剤事業の人員

を配置したことなど先行的に固定費が増加したこと、および大型物件の収益率の低下により、対前年で大幅な減

益となりました。

　その結果、当セグメントの売上高は4,110百万円(前年同期比＋14.6％)、営業損失は69百万円(前年同期の営業

利益は19百万円)となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の資産は52,003百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,199百万円減少しまし

た。これは主に現金及び預金などの流動資産が減少したことによるものです。負債は14,898百万円となり、前連結

会計年度末に比べ163百万円減少しました。これは主に短期借入金などの流動負債が減少したことによるもので

す。純資産は37,105百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,036百万円減少しました。これは親会社株主に帰属

する四半期純利益を計上しましたが、配当金の支払いや為替換算調整勘定が減少したことによるものです。

 

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は974百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 199,000,000

計 199,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 99,002,000 99,002,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数：1,000株

計 99,002,000 99,002,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年12月31日 － 99,002 － 5,000 － 8,479

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　3,088,000
－ －

（相互保有株式）

普通株式　　　237,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 95,295,000 95,295 －

単元未満株式 普通株式　　　382,000 － －

発行済株式総数 　　　　　 99,002,000 － －

総株主の議決権 － 95,295 －

（注）１　証券保管振替機構名義等の失念株式はありません。

２　「単元未満株式数」には、相互保有株式〔旭エー・ブイ産業㈱保有〕803株及び自己株式247株が含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

旭有機材㈱
宮崎県延岡市中の瀬町

二丁目5955番地
3,088,000 ― 3,088,000 3.1

（相互保有株式）      

旭エー・ブイ産業㈱
東京都千代田区神田司町二

丁目２番12号
168,000 69,000 237,000 0.2

計 － 3,256,000 69,000 3,325,000 3.4

（注）　旭エー・ブイ産業㈱は、当社の取引先会社で構成される持株会（旭有機材代理店持株会　東京都港区浜松町二

丁目４番１号）に加入しており、当持株会名義で当社株式を所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、ＰｗＣあらた監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成28年７月１日をもってＰｗＣあらた有限責任

監査法人となっております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,510 6,175

受取手形及び売掛金 13,566 ※ 14,281

たな卸資産 7,858 7,715

その他 834 738

貸倒引当金 △37 △39

流動資産合計 29,730 28,870

固定資産   

有形固定資産   

土地 6,114 6,046

その他（純額） 10,855 9,996

有形固定資産合計 16,969 16,042

無形固定資産   

のれん 617 636

その他 299 358

無形固定資産合計 916 995

投資その他の資産   

投資有価証券 3,268 3,725

退職給付に係る資産 1,880 1,864

その他 464 551

貸倒引当金 △24 △44

投資その他の資産合計 5,588 6,096

固定資産合計 23,472 23,133

資産合計 53,202 52,003

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,998 ※ 7,390

短期借入金 532 437

未払法人税等 229 167

その他 3,264 2,852

流動負債合計 11,023 10,846

固定負債   

長期借入金 326 288

役員退職慰労引当金 151 172

退職給付に係る負債 1,678 1,668

その他 1,884 1,924

固定負債合計 4,038 4,052

負債合計 15,061 14,898

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 8,479 8,479

利益剰余金 23,356 23,484

自己株式 △1,071 △1,072

株主資本合計 35,765 35,892

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 355 618

繰延ヘッジ損益 △5 △4

為替換算調整勘定 1,364 61

退職給付に係る調整累計額 390 280

その他の包括利益累計額合計 2,104 955

非支配株主持分 272 258

純資産合計 38,141 37,105

負債純資産合計 53,202 52,003
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 30,928 29,645

売上原価 21,319 19,891

売上総利益 9,609 9,753

販売費及び一般管理費 8,507 8,604

営業利益 1,102 1,150

営業外収益   

受取利息 69 19

受取配当金 60 46

持分法による投資利益 20 11

その他 71 40

営業外収益合計 220 116

営業外費用   

支払利息 20 17

有価証券償還損 22 －

支払補償費 38 6

為替差損 50 111

その他 15 18

営業外費用合計 146 151

経常利益 1,177 1,115

特別利益   

固定資産売却益 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失   

固定資産除却損 9 4

減損損失 － 71

投資有価証券評価損 6 －

災害による損失 － 2

特別損失合計 15 76

税金等調整前四半期純利益 1,167 1,038

法人税等 322 346

四半期純利益 845 692

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △22 △11

親会社株主に帰属する四半期純利益 867 703
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 845 692

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △177 254

繰延ヘッジ損益 0 1

為替換算調整勘定 △69 △1,306

退職給付に係る調整額 △218 △110

持分法適用会社に対する持分相当額 3 9

その他の包括利益合計 △462 △1,152

四半期包括利益 383 △460

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 422 △445

非支配株主に係る四半期包括利益 △39 △14
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　主として当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形 －百万円 577百万円

支払手形 － 205

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 1,258百万円 1,274百万円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 288 3.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金

平成27年10月30日

取締役会
普通株式 288 3.00 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 288 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 288 3.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）

四半期連結財
務諸表計上額

 
管材システム
事業

樹脂事業
水処理・資源
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 17,723 9,621 3,585 30,928 － 30,928

セグメント間の内部売上高

又は振替高
52 4 3 58 △58 －

計 17,774 9,625 3,588 30,987 △58 30,928

セグメント損益（△は損失）

（営業損益（△は損失））
1,401 △381 19 1,039 64 1,102

（注）　調整額の内容は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分されない全社費用（主に報告セグメント

に帰属しない基礎研究開発費及び報告セグメントが負担する一般管理費及び研究開発費の配賦差額）でありま

す。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）

四半期連結財
務諸表計上額

 
管材システム
事業

樹脂事業
水処理・資源
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 16,618 8,918 4,110 29,645 － 29,645

セグメント間の内部売上高

又は振替高
63 9 2 74 △74 －

計 16,680 8,927 4,112 29,719 △74 29,645

セグメント損益（△は損失）

（営業損益（△は損失））
1,268 △17 △69 1,182 △32 1,150

（注）　調整額の内容は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分されない全社費用（主に報告セグメント

が負担する一般管理費の配賦差額）であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　樹脂事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失71百万円を特別損失に計上しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益 9.05円 7.34円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 867 703

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
867 703

普通株式の期中平均株式数（千株） 95,841 95,830

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【その他】

　第96期（平成28年４月１日より平成28年12月31日まで）中間配当については、平成28年10月31日開催の取締役会に

おいて、平成28年９月30日最終の株主名簿に記録された株主に対し次のとおり中間配当を行うことを決議しました。

①　中間配当金の総額 288百万円

②　１株当たり中間配当金 ３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月14日

旭　有　機　材　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加　　藤　　真　　美　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 天　　野　　祐 一 郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭有機材株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭有機材株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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